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要 約

精神看護学実習では、 リハ ビリテーション看護の理解を深めるために、病棟実習に加えて2日 間の精神科デイ

ケア実習を行なっている。本研究 は、精神科デイケアでの体験学習の意義を明 らかにすることを目的に、学生の

レポ一 トか ら精神科 デイケアで学生が どのような体験 をしたのか、 またその体験をとおして何を感 じ、考えたの

かについて分析 した。

その結果、①精神科デイケア実習で学生は、 メンバーやスタッフの様子を見る、聞 くといった観察体験と、 メ

ンバ ーの一員としてプログラムに主体的にかかわるという体験を していた。②メンバーと共に行動す ることで、

精神科 デイケアの目的や必要性についての理解が深まっただけでなく、メンバーのその人 らしさや自己のかかわ

りのもち方、 メンバーとスタッフの関係のあり方などを気づ くことができた。

精神科デイケア実習でメンバーの一員 として体験をすることは、地域に暮 らす精神障害者を一人の生活者とし

て理解するだけでな く、対象の個別性を尊重 した看護のあり方を考える上で重要な学習体験の機会となっていた。
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1は じ め に

精神看護学実習は、従来の入院患者のケアを中心 とし

た実習か ら、入院か ら地域生活 にわたる幅の広 い援助を

学ぶ方向に移行 しつつある。 これは、精神障害者を単に

心を病む人 としてとらえるだけではな く、個人の ライフ

サイクルにそ った生活者 としてとらえることを重視 した

ものである。そのため精神看護学実習 も病院だけでなく、

精神科 デイケアや精神障害者小規模作業所、精神科訪問

看護など、多岐にわたる地域精神保健活動の場で行なわ

れるようにな ってきた。

本学 において も2週 間の精神看護学実習の うち、精神

科病棟実習 と2日 間の精神科デイケア実習を行なってい

る。精神科デイケア実習では、精神科 リハ ビリテーショ

ン看護のあり方の理解を深めることを目的として、精神

科 デイケアのもつ様々な機能や意義、援助の方法の実際

を、デイケア利用者(以 下 メンバー)の 一員として体験

して くるよう学生に伝えている。精神科デイケアでは、

看護者が援助プログラムを作成するのではな く、メンバー

が 日々の活動プログラムを企画 し実施 している。精神科

デイケアでの看護の役割 は、 メンバーの後方支援的な活

動を行い、 メンバー個々の自主性や主体性を促すことで

ある。 こういった援助のあり方を学ぶには、学生自身が

デイケア活動 に主体的に参加 し、メンバーとしての体験

か らその意義 を考えることが必要である。また、精神科

デイケアでの学習体験を意味づけることで新たな発見を

もたらし、 さまざまな看護活動のあ り方を模索する機会

になると思われる。

精神看護学実習に関す るこれまでの研究では、精神障

害者に対す る漠然 とした不安や恐れといったマイナスイ

メージが実習を通 して変化 した1,2)や、不安を抱えなが ら

も対象 とかかわ ることで信頼関係が形成 した3)、プロセ

ス レコー ドを用 いることで対象を全人的にとしてとらえ

ることができた4)、対象 とかかわることで自己変容への

きっかけをつかんだ5)などの学生 と患者との対人関係 に

関するものが多 く報告 されている。 また、学習体験 を振

り返 ることが看護者 と しての自覚を深め ることができ

る6)という臨床実習での学習体験を分析す ることの有用

性を示唆 した報告 もある。
一方、精神科デイケア実習に関する研究では、メンバー

に受 け入れられることで精神障害者に対する不安が軽減

した7)、精神科 デイケアに溶け込 むことで精神障害に対
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す る新 たな考え方を発見 した8)などの精神障害者 へのイ

メージの変化に関する報告がある。 しか し、精神科デイ

ケア実習での学習体験の意義について述べた ものは見当

たらない。精神科デイケアで学生が実際にどのような体

験を しているのか、また体験から何を気づいたのかある

いは何を学んだのかを明 らかにした報告はない。

そこで本研究では、精神科デイケア実習で学生がどの

ような体験を したのか、またその体験をとお して何を感

じ、考えたのかを明 らかにすることで、精神科デイケア

実習の意義について検討する。

Ⅱ　研 究 方 法

1.研 究対象

N看 護短期大学部3年 生のうち、2日 間の精神科デイ

ケア実習を行 なった37名 が提出 した2日 分の レポー ト

(800～1200字 程度の自由記載 ・1日1部)で 、研究の資

料 として活用することの了承が得 られた74部 を対象 とし

た。

2.分 析方法

精神科デイケア実習の レポー トの内容を、精神看護に

従事 し精神看護学実習指導経験のある3名 で抽出 しKJ

法9)を用いてカー ド化 し分析 した。 カー ド化 にあたって

は、 まず研究者が別々に実習 レポー トを熟読 し、学生が

メンバーの一員 として体験 した場面 とその時に感 じたこ

とや考えたこと(例 えば、場面:メ ンバーと一緒に料理

を行 って、事柄:役 割を もつ ことが大切)を それぞれ1

枚のカー ドに記述 し基礎データとした。体験場面のみの

記載で感 じたことや考えたことが記載されていないもの、

また体験場面の記載がな く感 じたことや考えたことのみ

が記載されているものについては、データから除外 した。

カー ドの分析は、まず精神科 デイケアで体験 した場面

であるかどうか、また体験をとお して感 じたことや考え

たことが明確 に書かれているかどうかを3回 吟味 し、カ

テゴリー化の検討を行なった。次に、すべてのカー ドを、

見たこと、聞いたこと、メンバーとともにおこなったこ

となどの場面をそれぞれに分類 し、小カテゴリーとした。

小カテゴ リー化 した場面は、 メンバーおよびスタッフと

のかかわり、デイケア環境などの視点で分類 し、中カテ

ゴリーとした。さらに中カテゴ リーをメンバーやスタッ

フの様子、メンバーの一員 として行動する、デイケア環

境か ら影響をうけたことなどを文章化 した ものを、大カ

テゴ リーとした。

精神科 デイケア実習で感 じたことや考えたことの分析

については、 レポー トか ら感 じたことや考えたことの内

容を抽出 し基礎データとした。基礎データをメ ンバー、

スタッフ、 自分自身およびデイケアとい う場などについ

ての感想や意見をまとめ、小カテゴリーとした。さら小

カテゴリーをデイケアという治療環境の効果、メンバー

とのふれあいで感 じたこと、 自己のかかわり、スタッフ

機能などを事象別にまとめて中カテゴリーとした。中カ

テゴリーの内容を、簡潔な文章にしたものを大カテゴリー

とした。 また、カテゴリー化によって抽出された体験場

面 と感 じたことや考えたことの内容を相互に関連づけて

検討 した。

Ⅲ　結 果

精神科 デイケア実習 における学生の体験場面と、その

体験場面で感 じたことや考えたことを抽出した結果、合

計177枚 のカー ドが抽出された。

1。 精 神 科 デ イ ケ ア実 習 に お け る学 生 の 体 験 場 面

精 神 科 デ イ ケ ア実 習 で の学 習 体 験 場 面 を分 類 した結 果

は、 表1に 示 す と お りで あ っ た。 基 礎 デ ー タ は34の 小 カ

テ ゴ リー に ま とめ られ た。 小 カ テ ゴ リー か ら導 き 出 され

た 中 カ テ ゴ リー は8分 類 で あ っ た。 さ らに 中 カ テ ゴ リー

は3つ の大 カ テ ゴ リー に ま と め られ た 。

最 も多 か った 【メ ンバ ー や ス タ ッ フの 様 子 を 見 る ・聞

く】 と い う体 験 は、 学 生 が 精 神 科 デ イ ケ ア に 参 加 す る な

か で 様 々 な場 面 に遭 遇 し、 そ の様 子 を 客 観 的 に見 た り、

聞 い た りす る と い う体 験 で あ る。 具 体 的 に は、 メ ンバ ー

の レ ク リエ ー シ ョ ン活 動 の 様 子 や 精 神 科 デ イ ケ ア で の 過

ご し方 を そ ば に見 て い た とい う体 験 の ほ か 、 メ ンバ ーか

ら病 気 や家 族 の こ とを 打 ち 明 け られ た、 あ る い は メ ンバ ー

同 士 の会 話 の 内容 を 聞 い た と い う体 験 で あ っ た。 ま た、

ス タ ッ フが メ ンバ ー と どの よ う に接 して い るの か を 見 た、

ス タ ッ フか ら活 動 の 経 過 や 活 動 内 容 に つ い て の 説 明 を聞

い た な ど 、 ス タ ッ フ と メ ンバ ー と の か か わ りの 場 面 を見

た ・聞 い た と い う体 験 も含 ま れ て い た。

2つ め の 【メ ン バ 一 の 一 員 と して 参 加 す る ・か か わ

る 】 と い う体 験 は 、 学 生 が メ ンバ ー の 一 員 と して参 加 し、

メ ンバ ー と の 問 で 何 らか の 直 接 的 な か か わ りや や り と り

が あ っ た と い う体 験 で あ る。 具 体 的 に は、 メ ンバ ー か ら

声 を か け て も ら った 、 メ ンバ ー に対 して 学 生 が 自分 か ら

何 気 な く話 しか け た と い うよ うな か か わ りや 、 ま た メ ン

バ ー と 自然 に接 す る こ と の で き た 、 さ らに は メ ンバ ー と

共 に ゲ ー ムや ス ポ ーツ を 行 った 、 コ ラ ー ジ ュ療 法 やSST

(Social　 Skills　Training)な ど の デ イ ケ ア ・プ ロ グ ラ ム

を 一 緒 に 行 っ た とい う体 験 が 含 まれ て い た。

3つ め の 【デ イ ケ ア環 境 に触 れ る】 と い う体 験 は、 学

生 が メ ンバ ー や ス タ ッ フ とか か わ る とい った 直 接 的 な 体

験 で は な い が 、 デ イ ケ ア と い う場 所 に い た こ とや デ イ ケ

ア の雰 囲 気 に 触 れ た こ と に よ って 感 じた体 験 で あ る。 精

神 科 デ イ ケ ア で い つ体 験 した の か 、 ま た ど の 場 面 か らそ



う感 じたのは明 らかではないが、精神科デイケアの印象

や雰囲気を感 じとった漠然とした記述内容であった。ま

た、 デイケア ・ルーム全体を見渡 して、貼 ってある運動

会のポスターを見ることによって治療環境に触れるといっ

た記述内容であった。

2.体 験 を と お して 感 じた こ と ・考 え た こ と

学 習 体 験 場 面 を とお して 感 じた こ とや 考 え た こ と は、

表2に 示 す とお り、34の 小 カ テ ゴ リー は分 類 され た。 ま

た 中 カ テ ゴ リー は12に 分 類 され 、 中 カ テ ゴ リー は6の 大

カ テ ゴ リー に ま と め られ た。

体験場面をとお して感 じたこと ・考えたことで最 も多

かった 【デイケアの意義】は、精神科デイケアの持つ様々

な機能や意義について記述 されたものであった。具体的

には、精神科デイケアでは似 た体験を したもの同士がお

互いに理解 し合い、仲間同士が支え合っているというセ

ルフヘルプの効果や、精神科 デイケアという快適に過 ご

せ る時間や場の必要性についての気づきであった。また、

退院後でもデイケアに来ることで人 とのかかわ り合いを

学ぶことがで きる、生活で困 ったことがある場合はメ ン

バーに相談するなど、精神科デイケアを社会復帰のワン

ステップとして位置づけた内容であった。さらに精神科



デイケアは小 さな社会を体験できる、集団の中で役割を

持つ ことなど、個人だけでなく集団で活動をすることの

意義を感 じていた。

【メンバーの理解】 とは、メ ンバー個人のその人 らし

さの気づ きや、メ ンバーの生活の しづ らさなど、障害を

持ちなが らも地域で生活を しているメンバーを、ひ とり

の人 として理解 しようとした記述である。主な内容 とし

ては、メンバーは自分たちと同 じであったというような

メンバーに対す る印象の変化や、優 しさを持 った人々で

ある、様々な不安や葛藤を持ちなが ら生きているなど、

メンバーのその人 らしさや人柄について感 じたものであっ

た。また、上手 く人と関われないことや感情をコントロー

ルすることが難 しい、神経質で過敏な面があるなど、 メ

ンバーが抱えている問題や社会生活のしづ らさ、家族が

メ ンバーに与える影響の強さ、就労 した くてもで きない

など、メンバーの悩みや地域で生活す ることの大変 さを

感 じた内容があった。

【自己の振 り返 り】は、学生 自身が自分のかかわり方

や自分の気持ちに目を向けたものである。具体的には、

デイケアに参加 して楽 しかった ・過 ごしやすか ったといっ

た学生 自身の感情や自己の価値観に気がついたといった

もののほか、人 と人とのかかわりの中で自分の思いを伝

えることの大切 さや、逆に話を しな くて も何かをともに

行 うことでその人に近づ くことができるなど自分 自身の



あ り方 に つ いて 、 メ ンバ ー を か か わ りの 中 で 気 づ い て い

た。

【メ ンバ ー ・ス タ ッ フ 関 係 】 は、 精 神 科 デ イ ケ ア に お

け る ス タ ッ フの 役 割 や 、 ス タ ッ フ と メ ンバ ー との 関 係 性

に 目 を 向 け た もの で あ る。 デ イ ケ ア で は グ ル ー プ活 動 を

中 心 に 働 きか け を行 っ て い る が 、 単 に 集 団 で 活 動 す るだ

けで な くメ ンバ ー一 人 一 人 の 目 的 を知 った 上 で 働 き か け

る こ とが 必 要 で あ る 、 ス タ ッ フ は メ ンバ ー を客 観 的 に み

て い る 、 あ るい は、 メ ンバ ー の 視 点 で プ ロ グ ラ ム の活 動

の 効 果 を 図 る な ど、 ス タ ッ フ の か か わ り方 や 役 割 、 ま た

ス タ ッ フ と メ ンバ ー は常 に 対 等 で あ り、 信 頼 関 係 で 結 ば

れ て い る と い っ た 内 容 で あ っ た。

【治 療 環 境 】 は、 入 院 病 棟 と の違 い に つ い て 感 じた こ

と内 容 で あ った 。 精 神 科 デ イ ケ ア の メ ンバ ー は入 院 患 者

よ り前 向 き な 姿 勢 を も ち活 動 的 で あ る と捉 え て い る。 ま

た、 ス タ ッフの か か わ り につ いて も、病 棟 で は看 護 ス タ ッ

フの 主 導 に よ る援 助 活 動 が 行 わ れ る こ とが 多 いが 、 精 神

デ イ ケ アで は メ ンバ ーが 主 体 で あ り、 ス タ ッフ は メ ンバ ー

が 活 動 しや す い よ う に 支 え て い た な どの 治 療 環 境 で の 違

い を 感 じる 内 容 で あ った 。 【そ の 他 】 に は、 メ ンバ ーの

人 数 に対 して 場 所 が 狭 い 、 デ イ ケ ア に 来 て も何 も しな い

メ ンバ ーが い る、 自主 性 を 持 た せ す ぎで は な い か な ど、

デ イ ケ ア環 境 の 改 善 点 や プ ロ グ ラ ム活 動 に対 す る意 見 で

あ った。

3.体 験場面と感 じたこと ・考えたことのつなが り

抽出された大カテゴリーについて、体験場面別 に感 じ

たこと ・考えたことの比率を調べた結果、図1の とお り

であった。 【メンバーやスタッフの様子を見る ・聞 く】

とい う体験 は、その約半数が 【デイケアの意義】に結び

ついていた。 また、 【メンバーの一員 として参加する ・

かかわる】 という体験 は、約1/3が 【自己の振 り返 り】

に、 さらに約1/3が 【メンバーの理解】に結 びついてい

た。

体験別に感 じたこと ・考えたことと中カテゴリーとの

つながりをみると、 【メンバーやスタッフの様子を見る ・

聞 く】 という体験 では、全体の2割 が 【セルフヘルプの

効果】に結びつ き、次いで 【スタッフの役割】 に関連 し

ていた。一方、 【メンバーの一員 として参加する ・かか

わる】 という体験 は、約2割 が 【メ ンバーのその人ら し

さ】の理解に、また同 じく約2割 が 【自己の感情 ・価値

観の気づき】 に結びついていた。

これらのデイケアにおける体験 と体験をとおして感 じ

たこと、考えたことのつながりを関連づけた ものが図2

である。

IV　 考 察

1.見 る、聞 くという体験をとお しての学習

精神科デイケア実習で学生は、自分が目にしたメンバー

の様子や、メンバー同士のちょっとした会話を自己の体

験 として レポー トに記述 していた。学生は精神科デイケ

アにメンバーの一員として参加 したが、積極的にメンバー

とかかわりなが ら学ぶというよりも、む しろその場にい

ることで多 く事柄を感 じたり考えたりという体験をして

いた。 メンバーとともに行動す るだけでな く、 メンバ一

やスタッフの様子を見たり聞いたりすることで、何かを

感 じたり考えたりするという体験が多か ったと思われる。

メンバーやスタッフの様子を見る、聞 くという体験は、

今何が起 こっているのかを観察す ることによる学習 と考

え られ る。 また、メンバー同士のやりとりやデイケア環

境の雰囲気は、見たり聞いたりす ると同時に身体で感 じ

るという体験があったと思われる。学生たちはメ ンバー

の一員 として行動することにより、さまざまな体験を し、

その都度感 じたり、考えた りしたことの意味を 「ああ、

そうなんだ」 と実感で きた ものと考える。

スタッフか ら説明を受 けたり、文献か ら知識を得 るこ



とも重要な学習活動であるが、学生の感性や感覚をつかっ

た学習活動は、新たな知的発見を もたらすといえる。体

験か ら学ぶ という活動 は、対象への積極的な関心を もつ

ことによって培われるものであり、精神看護に限 らず と

も看護 を実践す る上で重要な能力のひとつである。ペプ

ロウは、看護者が学習を進める上での第一段階として五

感を用いて観察することの重要性を挙 げている。学習活

動において は、「能動的 ・受動的、公然 ・非公然の如何

を問わず、 自らがかかわっている体験、出来事、状況 に

おいて何が起 こっているのかを観察する10)」ことがまず

は必要であると述べている。それを育むには、五感を も

ちいて出来事の生 じる様子を細部にわたって把握するこ

とが必要であり、看護婦の直感を養 うような場あたり的

な観察や傍観者的観察ができることが重要である11)と強

調 している。学生は、精神科デイケアという場にメンバー

の一員 としてそ こにいることで視覚や聴覚などの様々な

感覚を活用 し、その場のや りとりを場あたり的もしくは

傍観者的に観察 していたのではないかと思われる。

また、メンバー同士がお互いの病気の ことについて語

り合 っている姿を目の当た りに して 「ああ、 これがセル

フヘルプということなのか!」 と感 じていた。メンバー

やスタッフの様子を見 る、聞 く、デイケアの雰囲気に触

れるとい った感覚的な体験学習は、セルフヘルプの効果、

精神科デイケアという場の必要性や意義についての気づ

きを もた らしていったといえる。講義で学習 した内容 と

自分の体験をつなぎあわせることで、「わか った」 と納

得で きたのではないかと思われる。つまり、学生は自分

の五感を使 って観察 した事柄を体験 として受け止め、そ

の体験の意味するものを既存の知識を使 って、 自分なり

に理解 を深めていったと考える。

2.メ ンバ一と直接かかわる体験をとお しての学習

精神科デイケア実習において、学生はメンバーやスタッ

フの様子を観察するとい う体験のほかにメ ンバーに声 を

かけて もらう、 メンバーとともに精神科デイケアの様々

なプログラムに直接的に参加するという体験を していた。

観察 という体験が傍観者 として五感を使 って行なわれ

るのに対 して、直接かかわるという体験 は、学生がメン

バーの一員 として主体的 に行動する、 メンバーと話 し合

う、 メンバーとともに行動す るなど、 メンバ ーとの協同

および相互作用から生 じる体験である。メンバーの一員

として相手を理解す るため にかかわろ うと努力する学生

の姿勢を窺い知 ることがで きる。学生が メンバーに関心

を寄せ、積極的にかかわ ることでメンバ ーとの間に相互

交流が生 じたものと考え る。学生 は相互交流 という体験

か ら様々な感情を呼び起 こされ、学習を深めることがで

きたもの と思われる。

また、 メンバーの一員 としてかかわるという体験は、

メ ンバーのその人 らしさをより深 く理解することにつな

が り、 自分の気持ちを吟味 しつつ対人関係のあり方を振

り返 る機会にな っていたと考える。「看護者 として何か

を しなくてはと焦 っていたら、メンバーが教えてくれた」

「緊張 していたらメンバーが励 ましてくれた」、「メンバー

の笑顔で気持ちが軽 くなった」 など、 メンバーに助 けら

れるという体験を通 して、人 と人 との自然なかかわりの

大切 さや人の優 しさを感 じていった。 メンバーとの相互

作用か ら、今 まで自分が持 っていた固定観念や対人関係

における自己の傾向に気づいた り、相手をありのままに

理解することの重要性を知 る機会になった。 また、メン

バーは私たちと同 じであったととらえたり、メンバーの

優 しさ、地域で生活 していくことの難 しさを感 じるなど、

生活者 としての視点でメンバーを捉えるようになってい

た。これらは、精神科デイケア実習によって精神障害者

へのイメージが変化するといったい くつかの先行研究7,8)

と一致 し、精神科 デイケア実習での体験が効果を もたら

したといえる。

3.精 神科デイケア実習において体験をとお して学ぶ こ

との意義

精神科デイケアでは、スタッフ主導 による直接的な日

常生活援助ではなく、メンバーの自主性や主体性を尊重

したグループ活動が中心に行なわれている。学生 は精神

科デイケアを訪れた当初は、何を援助 したらいいのか戸

惑 ったようである。 しか し、メンバーの様子を見 たり、

メンバーに声をかけて もらったり、様々なデイケア ・プ

ログラムに参加することで自然にメンバーの中に自然に

溶け込んで行 くことができた。 メンバーとして他のメ ン

バーに受 け入れられることで、相互作用やメンバーの一

員としての役割を体験することができた。学生はメンバー

としての体験をとおして、精神科デイケアの意味やメン

バー同士の支え合いの大切さといった ものを感覚的に学

ぶ ことができた。学生がメンバーの一員 として感 じたの

は、「ほっとできる」 ような安心感ではなか ったかと思

われる。治療的環境においてもっとも重要な ことはそこ

にいる人々が安心感を もつことである。学生は、メンバー

となる人がはじあて精神科 デイケアを訪れたときと同 じ

体験をしたため、より一層 にメンバーの気持ちが理解で

きたのではないかと思われる。

戸惑いながらもメンバーに徐々に受 け入れ られてい く

という学生の体験は、とか く援助者 としてこうあらねば

ならないと思いがちな学生に、メンバーの視点で捉える

ことの意味を感覚的に意識づけることになったと考える。

学生は、援助者である前に 「われわれは何 よりもまず等

しく人間である」12)とい う、看護を行 う上で最 も重要な



ことをメ ンバーか ら教えてもらう機会を得 たのである。

また、メ ンバーの一員 としてグループ活動 に参加するこ

とで、病棟での看護婦 と患者の関係の中では見 られない

ようなグループ ・ダイナ ミクスやセルフヘルプの活動を

目の当たりに し、深 く感 じることで理解することがで き

たと考える。

精神看護学では、精神障害者を単に精神病患者 として

受け止めるのではなく、ひとりの人間として理解するこ

とを強調 している。看護実践においては、看護の対象で

あるその人 をひとりの人間 として捉え、その人が抱えて

いる課題をともに考える姿勢が最 も重要である。精神科

デイケアは、メンバーがグループの中でその人 らしさを

十分に発揮で き、援助者 もそれを支えていた。学生がメ

ンバーの一員 としてその中に入 ることにより、学生 も自

分 らしく振舞えたのではないか と思われる。メ ンバーの

一員 として参加す るという体験は、患者を人間として捉

えることの意味を理解す る貴重な学習の機会であった。

精神科 デイケア実習での指導上で重要なことは、学生

が見 たり聞いたりした客観的な観察体験やメンバーとの

直接的なかかわりの体験を、学生 自身が言語化できるこ

とを助けることである。体験 したことを学生 自身が解釈

し、 その意味を他者に伝えることができるようにサポー

トすることである。体験 したことを他者に伝えることは、

他者からの反応をもとに自分の感 じたこと、考えたこと、

行なったことの意味を見つけていけるようにすることで

ある。 そのためには、まず教員が学生の感 じたことや考

えたことに関心をもつ ことである。学生の感 じたことを

あ りのままに受け止 め、学生自身が体験 したことを自然

に振 り返 ることができるように支援 していくことである。

教員 との自然なかかわ りの中で、学生自身が体験を意味

づけていけるよ うに導 くことが重要である。体験 したこ

とを自由にのびのびと語れる学習環境が、看護者 として

の自己理解や人間 としての成長を発展させていくことが

できると考え'5。

VI　 結 論

精神科デイケア実習 において記載 されたレポー トを分

析 し、精神科デイケア実習において学生がどのような体

験を したのか、またその体験をとお して何を感 じ、考 え

たのかについて明 らかにすることで、体験をとお して学

ぶデイケア実習の意義について検討 した結果、次の点が

明 らかになった。

1.精 神科 デイケア実習で学生 は、メンバーやスタッ

フの様子を見る、聞くといった観察体験と、メンバー

の一員と して参加することで、主体的にかかわると

いう体験学習を していた。

2.学 生は精神科デイケアのメンバーと共 に行動する

とい う体験を とお して、精神科デイケアの目的や必

要性 についての理解や、メンバーのその人 らしさ、

自己の感情や価値観、 メンバーとスタッフの関係な

どについて気づ くことがで きた。

3.メ ンバーやスタッフの様子を見 る、聞 くといった

体験 は精神科デイケアの目的や必要性についての理

解のほかに、メンバーの一員 としてかかわる体験 は

学生 自身の自己の振 り返 りや自己成長の機会となっ

ていた。

以上の結果から、精神科デイケアでメンバーの一員 と

して体験をすることで、学生はメンバーから多 くの刺激

を受 け、地域に生活す るひとりの人間として、精神障害

者をとらえるようになった。また、 メンバーを主体とし

た援助プログラムに参加することで、精神看護のあり方

を考える上で重要な学習体験の機会 とな っていた。精神

科 デイケアにおける実習指導においては、学生 自身が自

分 の力で体験そのものを言語化 し、その意味を吟味 し一

般化できるよう支えることである。学生がメンバーとの

やりとりの中で体験 した様々な感情を、 まずは指導する

側が受け入れ ることである。精神科デイケア実習での体

験の意味するものは、学生自らが看護者 としての自己理

解や人間 としての成長を自ら発展 させていけるよう、安

心 した学習環境を整えることであると考える。

最後に、研究にご協力 くださった学生の皆 さん、な ら

びに名古屋市立大学看護学部奥村太志先生に深 く感謝い

たします。なお、 この論文は日本看護学教育学会第11回

学術集会で発表 した ものを一部加筆 ・修正 しました。
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                                      Abstract 

 A two-day training course in psychiatric day care, in addition to psychiatric nursing practice on the 

ward, was applied to students to strengthen understanding of rehabilitation nursing . In the present inves-

tigation, we attempted to clarify the  usefulness of practical hands-on experience in practice for psychiatric 

day care by analyzing their term papers after the end of the practice program . 
 The results were as follows: 1. Students who underwent the psychiatric day care practice had firsthand 

opportunities to hear from patients and staffs, and to acquire hands-on training as one of the members . 2. 
Through be having together with faculty members, students understood the objectives and necessity of the 

psychiatric day care, and also learned a better relationship between faculty members and staffs . 

 This program may afford to students many important experiences that they recognize and respect human 

 individuality and understand the life of a person with psychiatric problems in the community . 
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